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（（１１））交交流流及及びび共共同同学学習習ととはは  
①①意意義義  

交流及び共同学習は、障がいのある児童生徒等にとっても、障がいのない児童生徒等にとっても、経験

を深め、社会性を養い、豊かな人間性を育むとともに、お互いを尊重し合う大切さを学ぶ貴重な機会です。 

また、このような交流及び共同学習は、学校卒業後においても、障がいのある児童生徒等にとっては、

様々な人々と共に助け合い支え合って生きていく力となり、積極的な社会参加につながるとともに、障がい

のない児童生徒等にとっては、障がいのある人に自然に言葉をかけて手助けをしたり、障がいのある人に対

する支援を行う場に積極的に参加したりする行動や、人々の多様な在り方を理解し、障がいのある人と共に

支え合う意識をつくり出すことにつながるなど、社会における「心のバリアフリー（※）」の実現に向けて大き

な意義があります。 
 

②②実実施施形形態態  
交流及び共同学習には、学校間交流、居住地校交流のように異なる学校の児童生徒等が行う場合と、

小・中・義務教育学校の通常の学級と特別支援学級のように学校内の児童生徒等が行う場合があります。

また、地域の福祉施設等と連携して行う障がいのある人との交流もあり、それぞれの学校や地域の状況に

応じて、継続的に実施できる方法を選択し、又は組み合わせて行います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

③③手手続続きき  
鳥取県立特別支援学校と市町村（学校組合）立小学校、中学校、義務教育学校が交流及び共同学習

を実施する際は、次の手続きを経るよう統一しています。様式１～２は、特別支援教育課ホームページからダ

ウンロードすることができます。 

＜特別支援教育課ホームページ＞ 
https://www.pref.tottori.lg.jp/123222.htm 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

※「心のバリアフリー」とは、様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が、相互に理解を深めようとコミュニケーションをとり、支え合うこと

（「ユニバーサルデザイン 2020 行動計画」平成 29 年 2 月 20 日ユニバーサルデザイン 2020 関係閣僚会議） 

６ 交流及び共同学習 

学校間交流 

 

小学校、中学校、義務教育学

校、高等学校等と特別支援学校

の児童生徒等が交流及び共同

学習を行う形態 

居住地校交流 

 
特別支援学校の児童生徒が

居住地域の小・中・義務教育学

校等へ行き、交流及び共同学習

を行う形態 

特別支援学校 

学校内の交流 

通常の学級と特別支援学級

の児童生徒が交流及び共同学

習を行う形態 
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（（３３））具具体体的的なな指指導導内内容容をを設設定定すするる際際のの配配慮慮事事項項  

自立活動の指導に当たっては、次の６つの配慮事項を考慮して指導内容を設定しましょう。 

 

 

 

児童生徒にとって解決可能なスモールステップの指導内容にするとともに、興味を引くような教材・教具

を準備したり称賛や激励を適宜行ったりして、次第に主体性や意欲を高めるようにします。 

また、児童生徒が目標を自覚し、意欲的に取り組んだことが成功に結びついたと実感できることが大切

です。自己を肯定的に捉える感情は、自分のよいところを認められる段階から、よいところも悪いところも含

めて自分であることを肯定できる段階に移っていきます。児童生徒が自己に対してどのような感情を抱いて

いるのかを把握し、成長に即して自己を肯定的に捉える感情を高められるようにしましょう。 
 

 

 

指導内容の設定に当たっても、その意欲を喚起できるようにすることに重点を置く必要があります。この場

合、その意欲は単なる座学や抽象的な知識・理解によって育てるだけでなく、実際的な経験等の具体的な

学習活動を通して指導することが効果的です。 
 

 

 

児童生徒の発達の遅れた側面やできないことにとらわれて指導すると、苦手なことやつらいことを繰り返

し行うことになり、なかなか効果が現れなかったり、学習への意欲低下や劣等感につながったります。 

発達の進んでいる側面を更に促進させることによって、児童生徒の自信と活動や学習への意欲を喚起し、

遅れている面の伸長や改善に有効に作用することも少なくありません。 
 

 

 

社会的状況の変化の中で、障がいの状態を捉える上で環境要因が重視されていることや、周囲のサポ

ートを得て自分らしく生きるという考え方が広がっています。障がいによる学習上又は生活上の困難を改

善・克服するために、自ら活動しやすい環境を整えたり、周囲の人に支援を依頼したりする力が必要です。

他者から依頼を受けて支援を行う経験をし、依頼を受ける側の心情にも配慮できるような指導も大切です。 
 

 

 

児童生徒が指導目標を自覚し、改善・克服するための方法等について、自ら選んだり、ものごとを決定し

て実行したりすることは、学びを深め、確実な習得を図ることにつながります。例えば、病気の児童生徒が、

病気の状況や体調を把握し、参加の程度を判断することは、自己管理の力を高めることにつながります。 
 

 

 

自立活動での学習が、将来の自立や社会参加にどのように結び付いていくのか、児童生徒が理解して、

学習に取り組むことが重要です。本人の思いや願い、将来に向けた希望等に耳を傾けながら、長期的な視

点に立って指導に当たるとともに、知識や技能面だけでなく、取り組もうとしている意欲や、解決しようとして

いる態度等を丁寧に見極め、評価していくことが大切です。 

 

児童又は生徒が、興味をもって主体的に取り組み、成就感を味わうとともに自己を肯定的に捉えること

ができるような指導内容を取り上げること。 

児童又は生徒が、障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服しようとする意欲を高めること

ができるような指導内容を重点的に取り上げること。 

個々の児童又は生徒が、発達の遅れている側面を補うために、発達の進んでいる側面を更に伸ばすよ

うな指導内容を取り上げること。 

個々の児童又は生徒が、活動しやすいように自ら環境を整えたり、必要に応じて周囲の人に支援を求め

たりすることができるような指導内容を計画的に取り上げること。 

個々の児童又は生徒に対し、自己選択・自己決定する機会を設けることによって、思考・判断・表現する

力を高めることができるような指導内容を取り上げること。 

個々の児童又は生徒が、自立活動における学習の意味を将来の自立や社会参加に必要な資質・能力

との関係において理解し、取り組めるような指導内容を取り上げること。 

６
交流及び
共同学習

初めて
担任する
先生方へ

初めて
担任する
先生方へ

初めて
担任する
先生方へ

初めて
担任する
先生方へ
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（（３３））交交流流及及びび共共同同学学習習チチェェッッククリリスストト  
特別支援学級の担任と交流学級の担任とが連携する際に、次のチェックリストを活用し、交流及び共同

学習を充実させましょう。本チェックリストは、特別支援学校の児童生徒との居住地校交流や学校間交流に

おいても応用できます。また、交流及び共同学習の実施に当たっては、文部科学省が作成している「交流及

び共同学習ガイド」が参考になります。実際に取り組む際の手順や障がい種別の配慮事項、実践事例など

が記載されています。「交流及び共同学習ガイド」は、文部科学省ホームページからダウンロードすることが

できます。 

＜文部科学省ホームページ「交流及び共同学習ガイド」＞ 
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/__icsFiles/afieldfile/2019/04/11/ 

1413898_01.pdf  
 

交交流流及及びび共共同同学学習習チチェェッッククリリスストト（（特特別別支支援援学学級級担担任任及及びび交交流流学学級級担担任任用用））  

Ⅰ 事前準備 

① 特別支援学級担任と交流学級担任とで、週案や授業内容等の共有をしている。 

② 特別支援学級担任と交流学級担任とで、交流及び共同学習の事前打ち合わせを行い、必要な情報を共有している。 

③ 特別支援学級の児童生徒本人、保護者（家族）の思いや願いを聞き取り、交流及び共同学習に反映させる工夫をしてい

る。 

④ 交流学級の児童生徒が特別支援学級の児童生徒について理解できるよう工夫している。 

（好きなこと、苦手なこと、コミュニケーションの方法、必要な支援や協力の仕方を事前に伝える等） 

⑤ 特別支援学級の児童生徒が、交流学級に帰属意識をもてるよう工夫している。 

（机・いすの準備、作品などの掲示等） 

Ⅱ 目標設定の工夫と学習活動の変更調整 

① 特別支援学級の児童生徒と交流学級の児童生徒それぞれの実態に応じて、交流及び共同学習の目標や教科領域の目

標を設定し、目標に向かって取り組んでいる。 

② 特別支援学級の児童生徒が学習に取り組みやすいよう、活動の設定を工夫している。 

（参加する場面の設定、授業・学習活動の内容や方法の変更調整等） 

③ 特別支援学級の児童生徒の、心理的・身体的負担を考慮した計画を行っている。 

Ⅲ 子どもの積極的参加のための活動の工夫 

① 特別支援学級の児童生徒と交流学級の児童生徒が、相互に協力しながら取り組めるよう工夫している。 

（ペア学習、グループ学習等） 

② 特別支援学級の児童生徒の実態に適した補助的教材や教具等を工夫している。 

③ 特別支援学級の児童生徒も交流学級の児童生徒も理解しやすいように、情報を様々な方法で提示している。 

④ 特別支援学級の児童生徒も交流学級の児童生徒も、活動の中で自分に合ったやり方を考えたり選択したりできるよう工

夫している。 

⑤ 特別支援学級の児童生徒も交流学級の児童生徒も自分の思いを表現できるよう、発表や表現の仕方を工夫している。 

⑥ 授業場面のみでなく、休み時間や生活場面でも、児童生徒同士が主体的に関わりをもてるよう工夫している。 

Ⅳ スタッフの役割と子どものサポート 

① 特別支援学級担任、交流学級担任、支援員、保護者等の関係者が、交流及び共同学習での役割を確認し、目標の達成に

向けて取り組んでいる。 

② 交流学級の児童生徒が多様性を尊重する心を育むことができるよう、交流学級担任自身がモデルとなることを意識して

特別支援学級の児童生徒と関わっている。 

Ⅴ 事後学習と評価 

① 交流及び共同学習の後に、特別支援学級の児童生徒や交流学級の児童生徒が学習を振り返ることができるよう工夫し

ている。 

② 交流及び共同学習の授業・学習活動についての担任や児童生徒の振り返りを、次回の学習に活かしている。 

③ 交流及び共同学習をより充実させるために、間接的な交流に取り組んでいる。 

（学級便りを届ける、お互いの学級の様子を伝える等） 
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所「交流及び共同学習の推進に関する研究」（平成３０年３月）の図表を加工して作成 
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（（２２））学学校校内内のの交交流流及及びび共共同同学学習習をを実実施施すするる際際のの留留意意点点  

小学校、中学校及び義務教育学校に在籍する障がいのある児童生徒の学びの場は、通常の学級と特別

支援学級があります。通常の学級に在籍する児童生徒への取組は「１次的な取組（すべての児童生徒）」

及び「２次的な取組（配慮を要する児童生徒）」、特別支援学級に在籍する児童生徒への取組は「３次的な

取組（集中的に支援が必要な児童生徒）」と捉えることができます。一人一人に合った指導・支援を充実さ

せるためには、学校がチームとして多層的な支援システムを機能させていくことが大切です。 

通常の学級に在籍する児童生徒と特別支援学級に在籍する児童生徒との交流及び共同学習の実施に

当たっては、多様な支援を必要とする児童生徒が合同で学習することを踏まえ、交流及び共同学習を計

画・実施する必要があります。 

 

学校全体で取り組む多層的な支援システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所「校内における交流及び共同学習の充実－多層的な支援システムを手がかりに－」の図表を加工して作成 

 
特別支援学級に在籍する児童生徒が交流する通常の学級（以下、交流学級）で同じように力を出して学

ぶためには、特別支援学級よりも少ない基礎的環境整備の中で、合理的配慮をより充実させる必要があり

ます。したがって、特別支援学級の担任と交流学級の担任とが密に連携し、計画・実施することが重要です。 

 

学びの場により異なる基礎的環境整備と合理的配慮の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所「交流及び共同学習の推進に関する研究」（平成３０年３月）の図表を加工して作成        

 

基礎的 

環境整備 

基礎的 

環境整備 

通常の学級で同じ力
を出して学ぶために

は、この部分の合理的

配慮が必要 

特別支援学級 通常の学級 

特特別別支支援援学学級級  

通通常常のの学学級級  

集中的に支援が必要な児童生徒 

配慮を要する児童生徒 

集中的に支援が必要な児童生徒 

配慮を要する児童生徒 

すべての児童生徒 
すべての児童生徒 

６
交流及び
共同学習

初めて
担任する
先生方へ

初めて
担任する
先生方へ
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（（３３））交交流流及及びび共共同同学学習習チチェェッッククリリスストト  
特別支援学級の担任と交流学級の担任とが連携する際に、次のチェックリストを活用し、交流及び共同

学習を充実させましょう。本チェックリストは、特別支援学校の児童生徒との居住地校交流や学校間交流に

おいても応用できます。また、交流及び共同学習の実施に当たっては、文部科学省が作成している「交流及

び共同学習ガイド」が参考になります。実際に取り組む際の手順や障がい種別の配慮事項、実践事例など

が記載されています。「交流及び共同学習ガイド」は、文部科学省ホームページからダウンロードすることが

できます。 

＜文部科学省ホームページ「交流及び共同学習ガイド」＞ 
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/__icsFiles/afieldfile/2019/04/11/ 

1413898_01.pdf  
 

交交流流及及びび共共同同学学習習チチェェッッククリリスストト（（特特別別支支援援学学級級担担任任及及びび交交流流学学級級担担任任用用））  

Ⅰ 事前準備 

① 特別支援学級担任と交流学級担任とで、週案や授業内容等の共有をしている。 

② 特別支援学級担任と交流学級担任とで、交流及び共同学習の事前打ち合わせを行い、必要な情報を共有している。 

③ 特別支援学級の児童生徒本人、保護者（家族）の思いや願いを聞き取り、交流及び共同学習に反映させる工夫をしてい

る。 

④ 交流学級の児童生徒が特別支援学級の児童生徒について理解できるよう工夫している。 

（好きなこと、苦手なこと、コミュニケーションの方法、必要な支援や協力の仕方を事前に伝える等） 

⑤ 特別支援学級の児童生徒が、交流学級に帰属意識をもてるよう工夫している。 

（机・いすの準備、作品などの掲示等） 

Ⅱ 目標設定の工夫と学習活動の変更調整 

① 特別支援学級の児童生徒と交流学級の児童生徒それぞれの実態に応じて、交流及び共同学習の目標や教科領域の目

標を設定し、目標に向かって取り組んでいる。 

② 特別支援学級の児童生徒が学習に取り組みやすいよう、活動の設定を工夫している。 

（参加する場面の設定、授業・学習活動の内容や方法の変更調整等） 

③ 特別支援学級の児童生徒の、心理的・身体的負担を考慮した計画を行っている。 

Ⅲ 子どもの積極的参加のための活動の工夫 

① 特別支援学級の児童生徒と交流学級の児童生徒が、相互に協力しながら取り組めるよう工夫している。 

（ペア学習、グループ学習等） 

② 特別支援学級の児童生徒の実態に適した補助的教材や教具等を工夫している。 

③ 特別支援学級の児童生徒も交流学級の児童生徒も理解しやすいように、情報を様々な方法で提示している。 

④ 特別支援学級の児童生徒も交流学級の児童生徒も、活動の中で自分に合ったやり方を考えたり選択したりできるよう工

夫している。 

⑤ 特別支援学級の児童生徒も交流学級の児童生徒も自分の思いを表現できるよう、発表や表現の仕方を工夫している。 

⑥ 授業場面のみでなく、休み時間や生活場面でも、児童生徒同士が主体的に関わりをもてるよう工夫している。 

Ⅳ スタッフの役割と子どものサポート 

① 特別支援学級担任、交流学級担任、支援員、保護者等の関係者が、交流及び共同学習での役割を確認し、目標の達成に

向けて取り組んでいる。 

② 交流学級の児童生徒が多様性を尊重する心を育むことができるよう、交流学級担任自身がモデルとなることを意識して

特別支援学級の児童生徒と関わっている。 

Ⅴ 事後学習と評価 

① 交流及び共同学習の後に、特別支援学級の児童生徒や交流学級の児童生徒が学習を振り返ることができるよう工夫し

ている。 

② 交流及び共同学習の授業・学習活動についての担任や児童生徒の振り返りを、次回の学習に活かしている。 

③ 交流及び共同学習をより充実させるために、間接的な交流に取り組んでいる。 

（学級便りを届ける、お互いの学級の様子を伝える等） 
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（（２２））学学校校内内のの交交流流及及びび共共同同学学習習をを実実施施すするる際際のの留留意意点点  

小学校、中学校及び義務教育学校に在籍する障がいのある児童生徒の学びの場は、通常の学級と特別

支援学級があります。通常の学級に在籍する児童生徒への取組は「１次的な取組（すべての児童生徒）」

及び「２次的な取組（配慮を要する児童生徒）」、特別支援学級に在籍する児童生徒への取組は「３次的な

取組（集中的に支援が必要な児童生徒）」と捉えることができます。一人一人に合った指導・支援を充実さ

せるためには、学校がチームとして多層的な支援システムを機能させていくことが大切です。 

通常の学級に在籍する児童生徒と特別支援学級に在籍する児童生徒との交流及び共同学習の実施に

当たっては、多様な支援を必要とする児童生徒が合同で学習することを踏まえ、交流及び共同学習を計

画・実施する必要があります。 

 

学校全体で取り組む多層的な支援システム 
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特別支援学級に在籍する児童生徒が交流する通常の学級（以下、交流学級）で同じように力を出して学

ぶためには、特別支援学級よりも少ない基礎的環境整備の中で、合理的配慮をより充実させる必要があり

ます。したがって、特別支援学級の担任と交流学級の担任とが密に連携し、計画・実施することが重要です。 

 

学びの場により異なる基礎的環境整備と合理的配慮の関係 
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基礎的 

環境整備 

基礎的 

環境整備 

通常の学級で同じ力
を出して学ぶために

は、この部分の合理的

配慮が必要 

特別支援学級 通常の学級 

特特別別支支援援学学級級  

通通常常のの学学級級  

集中的に支援が必要な児童生徒 

配慮を要する児童生徒 

集中的に支援が必要な児童生徒 

配慮を要する児童生徒 

すべての児童生徒 
すべての児童生徒 

６
交流及び
共同学習

初めて
担任する
先生方へ

初めて
担任する
先生方へ
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